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昭和7年（1932）に開
店した「中之島サンボ
ア」の写真。その系譜を
受け継ぐ［堂島サンボ
ア］のカウンター奥に、今
も大事に飾られている。

 100年のバー、 
 「サンボア」と中之島。

取材・文／大迫 力（本誌）　写真／浜田智則
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去
る
2
月
23
日
、
梅
田
の
ザ
・
リ
ッ
ツ
・

カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
に
て
、バ
ー
［
サ
ン
ボ
ア
］

の
創
業
１
０
０
周
年
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
た
。
大
阪
、
京
都
、
東
京
に
14
店
あ

る
［
サ
ン
ボ
ア
］
の
マ
ス
タ
ー
た
ち
が
舞
台

に
並
ぶ
姿
は
壮
観
そ
の
も
の
で
、
さ
す
が
は

１
０
０
年
の
バ
ー
と

感
じ
さ
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
島
民

読
者
諸
君
に
も
お
な

じ
み
の［
サ
ン
ボ
ア
］

だ
が
、
実
は
中
之
島

と
も
縁
深
い
こ
と
は

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
バ
ー
特
集
は
、

そ
ん
な
歴
史
の
話
か
ら
始
め
た
い
。
案
内
役

は
［
北
新
地
サ
ン
ボ
ア
］
ほ
か
の
オ
ー
ナ
ー

で
あ
る
新
谷
尚
人
さ
ん
が
上
梓
し
た
『
バ
ー

「
サ
ン
ボ
ア
」
の
百
年
』（
白
水
社
）
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
本
か
ら

と
な
る
。

　
［
サ
ン
ボ
ア
］
の
ル
ー
ツ
は
神
戸
・
花
隈

に
あ
る
。
中
之
島
に
中
央
公
会
堂
が
竣
工
し

た
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）、
岡
西
繁し

げ
い
ち一
と

い
う
人
物
が
開
店
し
た
「
岡
西
ミ
ル
ク
ホ
ー

ル
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
と
は

現
在
の
喫
茶
店
の
よ
う
な
店
の
こ
と
を
言
っ

た
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
洋
酒
を
扱
う
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
の
は
、
す
で
に
舶
来
も
の
の

ウ
イ
ス
キ
ー
が
よ
く
飲
ま
れ
て
い
た
港
町
の

ル
タ
ワ
ー
の
南
側
に
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
岡
西
氏
は
「
作
る
こ
と
は
し

て
も
長
続
き
せ
ず
」
と
い
う
人
柄
だ
っ
た
ら

し
く
、
北
浜
の
店
も
実
際
は
別
の
人
物
が
経

営
し
て
い
た
。「
中
之
島
サ
ン
ボ
ア
」も
ま
た
、

開
店
か
ら
2
年
後
の
昭
和
9
年
（
１
９
３

４
）、
鍵
澤
正
男
氏
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う

形
で
店
を
譲
り
渡
し
て
い
る
。

　

こ
の
鍵
澤
氏
は
と
て
も
実
直
な
人
物
だ
っ

た
よ
う
だ
。
11
歳
か
ら
名
門
で
知
ら
れ
る
鳴

尾
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
外
国
人
客
ら
を
相
手

に
腕
を
磨
き
、
15
歳
に
し
て
「
北
浜
サ
ン
ボ

ア
」
で
見
習
い
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し
て
働
き

始
め
る
よ
う
に
な
る
。
23
歳
の
若
さ
で
「
中

之
島
サ
ン
ボ
ア
」
の
店
主
と
な
っ
た
時
に
は
、

小
さ
な
頃
か
ら
の
夢
が
よ
う
や
く
叶
っ
た
思

い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
年
の
手
記
で
「
日

本
一
」
だ
と
ふ
り
返
っ
て
い
る
（
左
記
）。

　
「
ダ
ム
」
と
は
河
川
浄
化
の
た
め
の
可
動

堰
だ
っ
た
錦
橋
の
こ
と
。
詳
し
く
書
か
れ
て

い
る
の
で
立
地
が
よ
く
わ
か
る
は
ず
だ
。
中

之
島
の
川
べ
り
に
［
サ
ン
ボ
ア
］
が
あ
っ
た

と
は
。
行
っ
て
み
た
か
っ
た
。

神
戸
ら
し
い
。
や
が
て
店
名
を「
サ
ン
ボ
ア
」

に
変
更
。
ち
な
み
に
、
改
称
を
勧
め
た
の
が
、

常
連
客
の
一
人
で
あ
っ
た
か
の
文
豪
・
谷
崎

潤
一
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
て
、
そ
の
岡
西
氏
が
大
阪
に
進
出
し
た

の
は
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
の
こ
と
。
神

戸
の
店
よ
り
も
「
大
衆
的
で
馴
染
み
や
す
い

店
を
作
ろ
う
と
考
え
て
」
の
こ
と
だ
っ
た
。

新
天
地
に
選
ん
だ
の
は
、
明
治
11
年
（
１
８

７
８
）
に
大
阪
株
式
取
引
所
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
銀
行
の
集
ま
る
金
融
街
と
な
っ
て
い

た
北
浜
。
大
大
阪
と
呼
ば
れ
、
も
っ
と
も
景

気
が
良
か
っ
た
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、
な

る
ほ
ど
と
頷
け
る
。

　

し
か
し
、
神
戸
と
違
い
大
阪
で
は
ま
だ
洋

酒
や
バ
ー
は
珍
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、「
北

浜
サ
ン
ボ
ア
」
の
開
店
当
初
は
外
国
人
客
が

多
く
、
会
社
帰
り
の
客
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
も
３
年
ほ
ど
す
る
と
、

「
や
っ
と
こ
の
街
の
い
わ
ゆ
る
株
屋
連
中
が

後
場
の
終
わ
る
こ
ろ
来
店
す
る
よ
う
に
な
り
、

次
第
に
夕
方
に
な
れ
ば
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
、
八
時
を
過
ぎ
る
と
船
場
の
旦
那
衆

が
集
ま
る
店
に
な
っ
て
い
っ
た
」。
岡
西
氏

の
先
見
の
明
は
正
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

続
い
て
昭
和
7
年
（
１
９
３
２
）、
中
之

島
に
も
出
店
を
果
た
す
。
住
所
は
「
北
区
中

之
島
二
丁
目
六
〇
番
地
」
で
、
現
在
の
地
図

で
言
え
ば
ち
ょ
う
ど
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

「
サ
ン
ボ
ア
の
中
で
も
一
番
よ
い
店
で
有
っ
た
と
思
ふ

う
ら
側
は
土
佐
堀
川
湖
畔
　
上
手
ダ
ム
　

川
向
こ
う
は
大
同
生
命
ビ
ル
　
川
下
っ
て
肥
後
橋

日
本
家
屋
一
戸
も
見
え
ず
、

川
の
流
れ
も
清
ら
か
で
　
魚
も
沢
山
居
た
も
の
だ

現
在
と
は
想
像
も
付
か
ぬ
も
の
で
有
る

日
本
一
と
云
っ
て
よ
い
酒
場
で
　

し
か
も
自
分
の
店
で
こ
れ
ほ
ど
感
激
し
た
も
の
は
な
い
」

サンボアの100周年を祝うパーティーの
冒頭。挨拶をしているのは［堂島サンボ
ア］の3代目である鍵澤秀都さん。

創
業
の
地・神
戸
か
ら
大
阪
へ
。

中
之
島
サ
ン
ボ
ア
の
開
店
。

　

た
だ
、
こ
の
日
本
一
の
バ
ー
は
長
く
は
続

か
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
商
売
が
軌
道
に
乗

り
始
め
た
頃
、
阪
神
電
鉄
に
よ
る
用
地
買
収

が
持
ち
上
が
り
、
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
鍵
澤
氏
は
同
じ

く
手
記
で
「
運
の
無
き
も
の　

い
た
し
方
な

い
も
の　

二
度
と
出
来
な
い
日
本
一
の
酒
場

み
れ
ん
は
あ
れ
ど
や
む
な
き
」
と
悔
し
さ
を

滲
ま
せ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
運
は
な
か
っ
た
が
見
離
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、「
堂
島
一
丁
目
五
〇
番
地
」（
現

在
の
堂
島
ア
バ
ン
ザ
の
南
側
）
に
早
々
に
落

ち
着
き
先
が
決
ま
り
、
昭
和
11
年
（
１
９
３

６
）、［
堂
島
サ
ン
ボ
ア
］
を
開
店
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
が
現
在
も
続
く
同
店
の
前

身
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
戦
争
と
い
う
さ
ら
な
る
悲
運
が

鍵
澤
氏
と
店
を
襲
う
。
移
転
の
翌
年
、
日
中

戦
争
の
た
め
に
出
征
。
そ
の
間
、
店
は
弟
の

時
宗
氏
が
な
ん
と
か
切
り
盛
り
し
て
い
た
と

い
う
。
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
に
除
隊
と

堂
島
へ
の
移
転
と
戦
火
の
影
響
。
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☎06-6312-8987　
5:00PM～11:00PM

（土曜3:00PM～
8:30PM）　
日・祝休

☎︎06-6341-5368　
5:00PM～11:30PM

（土曜4:00PM～
10:00PM）　
日・祝休

☎06-6311-3645　
5:00PM～11:00PM
日・祝＆第２土曜休

北サンボア洋酒店
創業72年。「お初天神」と常連は呼ぶ。

　類希な物語を育んできた艶っぽい街に溶け込む外
観。カウンターにある曲げ木の肘掛けがグラスを持つ
手と相性よしの高さにある。マスターの大竹順平氏が
酒を注ぎ、氷をかき混ぜる音、客の話し声……の響き
が実に心地よく、自らもいい音の一員でいたいと思わ
せる。界隈の歴史がわかる写真もここならでは。

な
り
、
店
へ
戻
っ
て
く
る
も
、
今
度
は
す
ぐ

北
側
に
あ
っ
た
毎
日
新
聞
社
を
類
焼
か
ら
守

る
た
め
の
強
制
家
屋
疎
開
に
よ
っ
て
取
り
壊

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
と

言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
鍵
澤
氏
の
苦
労
を

思
え
ば
、
そ
の
心
中
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

　　

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）、
戦
火
の
た
め

に
や
む
な
く
休
業
し
て
い
た
［
堂
島
サ
ン
ボ

ア
］
は
、
元
の
場
所
か
ら
少
し
南
、「
堂
島

中
一
丁
目
四
四
番
地
」
に
て
営
業
を
再
開
し

た
。
当
初
は
バ
ラ
ッ
ク
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
に
は
木
造
2
階
建

て
に
な
り
、
こ
れ
が
現
在
私
た
ち
が
よ
く
知

る
［
堂
島
サ
ン
ボ
ア
］
の
姿
で
あ
る
。

　

一
方
、
大
正
時
代
に
開
店
し
た
［
北
浜
サ

ン
ボ
ア
］
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
堂

島
と
同
様
に
家
屋
疎
開
に
遭
い
な
が
ら
も
、

カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
部
と
バ
ッ
ク
バ
ー（
瓶
棚
）

と
共
に
、
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）、
曽
根

崎
の
お
初
天
神
の
東
側
に
［
北
サ
ン
ボ
ア
］

と
し
て
再
開
。
一
時
は
建
物
の
老
朽
化
に
よ

っ
て
閉
店
も
取
り
沙
汰
さ
れ
た
が
、
そ
の
危

機
を
乗
り
越
え
、
同
じ
場
所
で
現
在
も
営
業

を
続
け
て
い
る
。

　

ま
だ
日
も
高
い
午
後
、［
堂
島
サ
ン
ボ
ア
］

で
は
、
マ
ス
タ
ー
の
鍵
澤
秀
都
さ
ん
が
、
若

い
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
掃
除
を
始
め
て
い
る
。

終
戦
後
か
ら
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

［堂島サンボア］には、かつ
てあった「オールドサンボア」
の看板がある。これもまた歴
史を感じさせるものの一つ。

梅田サンボア
「待ち合わせに」「帰る前に」扉を開ける。

　猥雑で活気に満ちた新梅田食道街の空気が、扉
一枚隔てるとスッと背筋が伸びた雰囲気に変わる。写
真は右から北サンボアのマスター大竹氏の叔父でこ
の5月で引退する山森齊（ひとし）さん、彼に代わる大地

（おおじ）範宏さん、アイデアマンで料理上手の店主・
熊谷道禧（みちよし）さん。2017年で30年を迎えた。

堂島サンボア
「背中を見せて」飲むことの大事さ。

　本誌で何度も紹介した名店。江弘毅（P6）はしばし
ば、磨き上げられた真鍮の肘掛けや足置きを「ビカビ
カ」と表現するが、さもありなん。人生の先輩や来阪客
をお連れしたら、帰る頃には「いい店ですね本当に」と
ため息をつきながら賞賛する。微笑みながら心の中でド
ヤ顔する機会は、この先も何度も訪れるであろう。

目指せ、全店制覇！ キタのサンボア 取材・文／中島 淳

サンボアの系図

改称

堂島
サンボア
昭和11年
（1936）

サンボア・
ザ・ヒルトン
プラザ店
昭和61年
（1986）

島之内
サンボア
昭和50年
（1975）

ジュニア・
サンボア

１
０
０
年
の
バ
ー
は
今
日
も
。

 「
サ
ン
ボ
ア
は
十
四
店
あ
る
が
、

チ
ェ
ー
ン
店
で
は
な
い
。

サ
ン
ボ
ア
に
D
N
A
と

呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
が

あ
る
と
す
る
な
ら
ば

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ー
と
い
う

歴
史
を
築
い
て
い
る
」

※『バー「サンボア」の百年』に掲載された系図より抜粋して作製。
※店名の囲みが破線の店舗は現在は営業していない。

京都
サンボア
大正14年
（1925）
/昭和3年
（1928）

木屋町
サンボア
平成2年

（1990）

祇園
サンボア
昭和47年
（1972）

神戸
サンボア
昭和27年
（1952）

中之島
サンボア
昭和7年

（1932）

三宮
サンボア
昭和8年

（1933）

南サンボア
昭和26年
（1951）

オールド
サンボア
昭和27年
（1952）

神戸
ハイボール

昭和29年
（1954）

数寄屋橋
サンボア

2010年

天神橋
サンボア

2013年

銀座
サンボア

2003年

北新地
サンボア
平成6年

（1994）
浅草

サンボア
2011年

改称

移転

岡西
ミルクホール
（神戸・花隈）

サンボア
大正7年

（1918）
北浜

サンボア
大正14年
（1925）

梅田
サンボア
昭和62年
（1987）

曽根崎
サンボア
昭和51年
（1976）

北サンボア
昭和21年
（1946）

4

島民_118.indd   5 2018/04/21   15:29



　田仲一彦さん・あゆみさん夫妻がもてなす開業６年
目のサンボア。店先の暖簾に箱型14インチのカラー
テレビ、掛け時計、電電公社の黒電話……と店主が
目指した和のテイスト＋商店街の街場感に「サンボ
ア」の空気が無理なく溶け合い、理屈抜きに居心地の
良い空間。限定10食のカツサンドなどのアテも逸品だ。

☎06-6344-5945　
3:00PM～0:00AM

（祝日～10:00PM）　
日曜休

北新地サンボア
色気のある紅い壁と伝説のバックバー。

　鍵澤時宗氏から河村親一氏へ引き継がれた旧神
戸朝日会館の名店［コウベハイボール］。ビル改築で
平成2年（1990）に閉店したが、そのバックバーは新
谷尚人さんが開いたこの店で蘇る。写真の前田正和
さんは酒も料理も評判の店長。カウンター下に並ぶ小
さな真鍮板に、今はなき常連客の名前が刻まれている。

☎06-6360-4212　
4:00PM～11:00PM
火曜休

天神橋サンボア
大相撲を観ながら飲む至福の夕方。

☎06-6347-7417　
11:00AM～11:00PM
無休

サンボア ザ・ヒルトンプラザ店
セントラルステーションの面目躍如。

　キタで唯一、着席だけなのはこの店の初代・鍵澤時
宗氏の［南サンボア］の流れを汲んでいるから。ガラス
の器に入ったキュウリのピクルスが酒呑みを泣かせる。
15時半までなら「飲みながらカレーを食べられる」幸せ
もこの店ならでは。店長・伊與忠克さんの目印、グレー
のジャケットは「堂島」の先代、鍵澤正氏の形見だ。

地
サ
ン
ボ
ア
］
が
あ
る
。
店
主
の
新
谷
尚
人

さ
ん
の
師
は
鍵
澤
時
宗
氏
。
そ
う
、
出
征
し

た
兄
・
正
男
氏
に
代
わ
っ
て
［
堂
島
サ
ン
ボ

ア
］
を
守
っ
た
人
物
で
あ
る
。
時
宗
氏
は
若

い
頃
は
理
髪
店
に
奉
公
し
て
い
た
「
素
人
」

だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
戦
後
、
昭
和
26
年
（
１

９
５
１
）
に
［
南
サ
ン
ボ
ア
］
を
開
店
。
ま

た
昭
和
61
年
に
は
［
サ
ン
ボ
ア
・
ザ
・
ヒ
ル

ト
ン
プ
ラ
ザ
店
］
を
開
店
し
て
い
る
。

　

今
や
東
京
の
浅
草
と
銀
座
に
も
店
舗
を
構

え
る
新
谷
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
［
南
サ
ン
ボ
ア
］
に
入
店
。
卒
業

後
、
高
校
の
英
語
教
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

［
ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
店
］
の
開
業
と
同
時
に

入
店
す
る
。
そ
の
後
、
平
成
６
年
（
１
９
９

４
）に
独
立
を
果
た
し
、［
北
新
地
サ
ン
ボ
ア
］

を
開
店
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
新
谷
さ
ん
の

も
と
か
ら
は
、
２
０
１
３
年
、［
天
神
橋
サ

ン
ボ
ア
］
が
独
立
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
１
０
０
年
に
お
よ
ぶ
サ
ン
ボ
ア
の
系

譜
は
、
中
之
島
の
周
り
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
街
の
中
で
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
の
だ
。

扉
が
開
い
て
い
る
の
で
、
店
の
中
の
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
磨
い
て
い
る
様
子
が
外

か
ら
も
見
え
る
。
北
新
地
で
は
お
な
じ
み
の

光
景
だ
。

　

鍵
澤
さ
ん
は
こ
の
店
の
３
代
目
で
あ
り
、

何
度
も
登
場
し
た
鍵
澤
正
男
氏
の
孫
に
あ
た

る
。
い
つ
も
の
バ
ー
コ
ー
ト
で
は
な
く
、
暑

い
季
節
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
精
を
出
す
姿
は
、

「
自
分
は『
こ
こ
を
守
る
』と
い
う
考
え
し
か

な
い
」
と
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
だ
。

　

そ
こ
か
ら
少
し
北
東
へ
行
く
と
、［
北
新

『バー「サンボア」の百年』の著者が語る

 「岡西繁一は18歳で創業したのです」
　創業者・岡西繁一のことを足
かけ８年にわたって調べ、様々
な関係者へも取材したのです
が、結局は「出生地、生まれ年、
家族親戚筋、何もかもが不明」
（同書）とする以外になかった。
ところが本が発売されてひと月
後の今年１月、朝日新聞の書評
を見たという女性から「『岡西
繁一』という名前があったの
で」と［堂島サンボア］に電話
があった。なんと、岡西の娘さ
んです。お蔭でこれまでの謎が
一気に明らかになりました。
　広島県の三次だと想像して
いた出身地は、淡路島の五色町
（現･洲本市）だった。明治33
年（1900）生まれで、「岡西ミ
ルクホール」創業時は18歳だっ
た。昔の10代は老成していたのですね。四男に生まれ、医者をしていた兄
の遺産分けを元手に商いをするつもりで家を出たようです。旦那衆との付
き合いが多かった岡西は清元を習い、三味線も相当の腕前だったようで。
大戦の狭間、ハッピーだった大正ならではの話です。
　いろんな商売に手を出すのが好きだった彼にとっては、サンボアでも何
でもよかったのかもしれません。それが100年も続いているのは、「店の人
間もお客様もみな大きな流れで出会う異邦人。けれどその歴史には一人ひ
とりの個人が紡ぎ合わさっている」ということではないかと思います。

『バー「サンボア」の百年』 新谷尚人（2,000円＋税・白水社）

　大阪に８店、京都と東京に３店、日本中にファンを持つバー［サンボア］。その１世紀にわたる歴
史や人間模様を、関係者の証言や資料を丹念に集め詳述。店舗が多いことから大阪に関する部
分は多く、街の歴史や時代に翻弄されながらも生き抜いた人々の人物伝としても読み応えがある。

1961年生まれ。現在は北新地、銀座、浅草３店の
店主を務め、大阪と東京を行き来する日々。本の書
評を見た岡西繁一氏の娘さんから連絡があった話
は、３刷のあとがきに書き加えたそう。
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キングオブキングス
☎︎06-6345-3100　
12:00PM～11:00PM　
日・祝休

バー アルディ
☎︎06-6343-2100　
6:00PM～3:00AM（土曜・祝日～0:00AM）　
日曜休

分
、「
居
酒
屋
」
や
「
ス
ナ
ッ
ク
」

な
ど
と
ち
が
っ
て
、「
バ
ー
」
と

い
う
単
語
が
ど
う
い
う
酒
場
を
意
味
し
て

い
る
の
か
が
共
通
す
る
と
い
う
前
提
で
、

バ
ー
に
つ
い
て
書
い
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

う
ま
い
酒
を
飲
む
な
ら
、
断
然
バ
ー
で

あ
る
。
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
と
い
っ
た
醸
造

酒
は
そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
多
い
が
、
バ

ー
で
扱
う
種
類
は
、
王
道
の
ウ
イ
ス
キ
ー

に
し
て
も
、
ス
ト
レ
ー
ト
、
水
割
り
、
ソ

ー
ダ
割
り
ほ
か
、
カ
ク
テ
ル
に
し
て
飲
む

こ
と
も
多
い
。
ジ
ン
や
ラ
ム
、
ウ
オ
ッ
カ

と
い
っ
た
「
白
系
」
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
、

大
元
に
カ
ク
テ
ル
が
あ
っ
て
、
そ
の
お
陰

で
バ
ー
で
の
楽
し
み
方
、
す
な
わ
ち
洋
酒

の
お
い
し
さ
及
び
世
界
の
広
さ
を
知
る
き

っ
か
け
に
な
る
。

　

北
新
地
は
じ
め
キ
タ
に
は
こ
こ
で
紹
介

す
る
［
ア
ル
デ
ィ
］
や
［
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
］、［
ヒ
ラ
マ
ツ
］
と
い
っ
た
、
カ
ク
テ

ル
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
と

し
て
の
腕
利
き
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
日
常
的

に
カ
ク
テ
ル
を
客
に
出
し
て
い
る
。

　

飲
み
た
い
酒
、
飲
み
た
い
カ
ク
テ
ル
の

た
め
に
バ
ー
に
行
く
。
そ
し
て
た
と
え
ば

同
じ
マ
テ
ィ
ー
ニ
で
も
、
ジ
ン
の
銘
柄
を

変
え
て
み
た
り
で
ぴ
っ
た
り
の
味
を
覚
え

た
り
、
ど
の
店
の
ど
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の

そ
れ
が
し
っ
く
り
く
る
の
か
な
ど
、
そ
う

い
う
こ
と
が
身
に
つ
い
て
く
る
と
ぐ
っ
と

楽
し
み
が
増
え
る
。

BAR Hardi

江
弘
毅
の

 

バ
ー
で
飲
む
こ
と
に
つ
い
て
、

毎
日
考
え
る
。

こう・ひろき　作家・編集者。前・本誌編集発
行人。『いっとかなあかん店 大阪』『いっとか
なあかん神戸』（共に140B）はじめ、現場の
ライブ感と思索に溢れた文体で、食べること
飲むことについての著作多数。また、最近は
大阪弁で書かれた文学作品についての考
察にも力を入れており、『K氏の大阪ブンガク
論』（仮題）がミシマ社より今夏刊行予定。

バーテンドレスの池田育世さんの店。マンハ
ッタン（上）はベースをジムビーム・ライ（1,080
円）、フォワローゼズ・ブラック（1,080円）と
使い分けたりしてくれる。チャージ870円。

多
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バー エルミタージュ
☎︎06-4797-0636　
7:00PM～3:00AM　
日曜休

リーチバー
☎06-6441-0983　
11:00AM～11:45PM（LO）　
無休

キングオブキングス
☎︎06-6345-3100　
12:00PM～11:00PM　
日・祝休

King of Kings

Leach Bar

Bar HERMITAGE

大阪ロイヤルホテル（現リーガロイヤルホテ
ル）のオープンに際して、陶芸家バーナード・
リーチが「バーではなく一つの部屋として」設
計した希有なバー空間。

柿のカクテル（1,400円）は、カルバドスがベ
ースでパッションフルーツのリキュールが隠し
味。すごい発想だが、なるほどなあ、のうまさ。
チャージ800円、別途サービス料10％。

万博の頃の近未来的なインテリアが見事。
酒はオールド・パー（シングル500円）。

ー
の
空
気
感
は
酒
の
味
を
変
え
る
。

こ
れ
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
「
ど
こ
で
飲
ん
で
も
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

の
中
身
は
同
じ
だ
か
ら
」
な
ん
て
こ
と
を

言
い
出
す
と
、
ぐ
っ
と
世
界
が
狭
く
な
っ

て
く
る
。

　

人
の
味
覚
は
変
容
す
る
。
目
の
前
で
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
が
自
分
の
た
め
に
シ
ェ
イ
カ

ー
を
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
や
っ
て
く
れ
て
い
る

か
ら
お
い
し
く
な
る
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

思
わ
な
い
と
バ
ー
は
楽
し
く
な
い
。
そ
の

バ
ー
全
体
の
空
気
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が

店
自
体
で
、
だ
か
ら
こ
そ
バ
ー
は
内
外
装

に
こ
だ
わ
る
。

 

［
リ
ー
チ
バ
ー
］
や
［
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

キ
ン
グ
ス
］
の
バ
ー
空
間
は
、「
つ
く
っ

て
出
来
る
」
も
の
で
は
な
い
と
つ
く
づ
く

思
う
。
そ
れ
が
「
時
間
」
が
加
わ
っ
た
古

い
バ
ー
の
魅
力
で
あ
る
。

バ

阪
の
北
新
地
の
バ
ー
は
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
季
節
の
果
物
を
使
っ
た
カ
ク

テ
ル
を
出
す
店
が
人
気
を
博
し
て
い
る
。

日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
の
カ
ク
テ
ル
コ

ン
ペ
で
も
「
フ
ル
ー
ツ
部
門
」
と
い
う
の

が
あ
り
、
１
９
９
８
年
に
［
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
］
を
オ
ー
プ
ン
し
た
田た

外げ

博
一
さ
ん

が
入
賞
を
連
発
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
と

く
に
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
の
傾
向
の
よ
う
だ
。

　
［
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
］
で
は
イ
チ
ゴ
や

ブ
ド
ウ
な
ど
に
加
え
、
柿
や
キ
ン
カ
ン
な

ど
「
和
風
」
の
カ
ク
テ
ル
も
定
評
と
な
っ

て
き
た
。

　

生
ジ
ュ
ー
ス
の
う
ま
さ
が
ば
ー
ん
と
表

に
出
た
カ
ク
テ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
ソ

ー
ス
よ
ろ
し
く
ど
ろ
っ
と
し
た
果
実
の
粘

土
を
食
べ
る
感
覚
の
も
の
な
ど
、
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
広
い
。
現
在
進
行
形
で
ど
ん
ど

ん
新
し
い
フ
ル
ー
ツ
・
カ
ク
テ
ル
が
生
ま

れ
る
の
も
北
新
地
の
バ
ー
の
特
徴
だ
。

　

注
文
す
る
際
は
、
果
物
屋
の
生
ジ
ュ
ー

ス
ス
タ
ン
ド
を
見
つ
け
て
、
そ
の
日
の
気

分
で
好
み
の
果
物
を
選
ぶ
よ
う
な
感
覚
で

も
い
い
し
、「
さ
っ
ぱ
り
酸
味
が
爽
や
か

な
カ
ク
テ
ル
」
と
い
う
言
い
方
で
も
し
っ

く
り
く
る
。

大
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BAR HIRAMATSU
勝手気ままに楽しむサタデー・ナイト。

バーヒラマツ梅田
☎︎06-6456-4774　
4:00PM～1:00AM　
不定休

バー瀧
たき

☎︎06-6345-5727　
5:00PM～0:00AM（土曜～11:00PM）　
日・祝休

カクテル好きなら思わず見入ってしまうカクテル・
メニュー。世界的評価の店がキタにあるのだ。
絶品のヴューカレーは1,550円。チャージ800円。

これがカンカン（972円）。店内には昔ながら
のジュークボックスがある。フランシス・レイの

「続エマニュエル夫人」のジャケットがリストア
ップされていた。チャージ540円。

Bar TAKI

ラ
マ
ツ
］
は
19
世
紀
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
カ
ク
テ
ル
に
力
を
入
れ
て
い

る
、
と
て
も
特
徴
の
あ
る
バ
ー
だ
。

　

例
え
ば
「
ヴ
ユ
ー
カ
レ
ー
」。
材
料
は

コ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ラ
イ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ス

イ
ー
ト
ヴ
ェ
ル
モ
ッ
ト
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
テ

ィ
ン
に
ア
ン
ゴ
ス
チ
ュ
ラ
ビ
タ
ー
と
い
っ

た
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ラ
ン
デ
ー
か
ら
米
南

部
の
ウ
イ
ス
キ
ー
ま
で
を
つ
か
っ
た
カ
ク

テ
ル
。
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
再
評
価
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

ハ
ー
ブ
や
ビ
タ
ー
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
良
い

感
じ
で
、
さ
す
が
に
う
ま
い
。

　

こ
れ
ら
は
１
９
３
０
年
の
カ
ク
テ
ル
定

本『
サ
ヴ
ォ
イ
・
カ
ク
テ
ル
ブ
ッ
ク
』な
ど

に
も
登
場
す
る
カ
ク
テ
ル
。
カ
ク
テ
ル
に

つ
い
て
の
研
究
と
知
識
に
関
し
て
並
ぶ
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
が
い
な
い
平
松
良
友
さ
ん
な

ら
で
は
の
カ
ク
テ
ル
だ
が
、
た
だ
そ
の
ま

ま
の
レ
シ
ピ
だ
と
現
代
の
味
覚
嗜
好
と
は

か
け
離
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
酒
の
量
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
若
干
の
ア
レ
ン
ジ
が
加
え

ら
れ
て
出
さ
れ
る
。
や
は
り
「
い
ま
飲
ん

で
お
い
し
い
か
ど
う
か
」
が
基
本
で
あ
っ

て
、
１
世
紀
前
の
古
い
レ
シ
ピ
を
見
つ
け

て
そ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

﹇
ヒ

の
［
瀧
］
は
「
カ
ン
カ
ン
」
が
看

板
の
店
だ
。「
カ
ン
カ
ン
」
と
は
、

ジ
ン
ト
ニ
ッ
ク
と
ジ
ン
ラ
イ
ム
の
中
間
的

な
カ
ク
テ
ル
で
、
錫
製
の
マ
グ
カ
ッ
プ
で

だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
き
た
。

ジ
ン
は
行
燈
看
板
に
あ
る
よ
う
に
、
ビ
ー

フ
イ
ー
タ
ー
だ
。

　

客
の
ほ
と
ん
ど
が
注
文
す
る
必
殺
の
名

物
。
同
時
に
出
て
く
る
突
き
出
し
の
甘
い

ジ
ャ
ー
キ
ー
と
、
店
主
の
「
最
後
に
ラ
イ

ム
し
が
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
台
詞
も

お
な
じ
み
だ
。

　

星
の
数
ほ
ど
あ
る
酒
の
種
類
と
そ
れ
の

何
乗
か
の
カ
ク
テ
ル
。
も
ち
ろ
ん
店
も
。

そ
ん
な
バ
ー
の
世
界
で
、
そ
の
店
の
ゆ
る

ぎ
な
い
定
番
が
あ
る
と
い
う
の
は
と
て
も

安
心
出
来
る
。
そ
の
安
心
は
、
１
杯
目
か

２
杯
目
か
、
そ
の
時
の
客
の
状
況
や
好
み

に
あ
わ
せ
て
レ
シ
ピ
を
変
え
る
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
の
感
覚
と
腕
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
。

　

人
の
味
覚
は
変
容
す
る
。
デ
ー
タ
や
情

報
で
は
な
い
の
だ
。
そ
の
「
今
日
の
自
分

の
調
子
」
の
よ
う
な
も
の
を
「
今
日
の
1

杯
の
酒
」
で
楽
し
め
る
か
ど
う
か
に
バ
ー

で
の
あ
れ
や
こ
れ
や
が
あ
る
。

こ
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　夜の高級歓楽街、大
阪・北新地。平日は高
級クラブやラウンジが
ひしめき合って、イブニ
ングドレス姿のホステ
スや、イカついブラック
スーツの黒服が立って

いる街。そんな北新地も土曜日ともなるとガラリ
と表情を変える。
　クラブやラウンジは社用族御用達という理由
もあるのだろうが、いっせいにお休みとなる。し
たがって派手な衣装のホステ
スも蝶ネクタイの黒服もこの
街から消えるのだ。とはいえ、
永楽町通、上通、本通、浜通
に至るまで、ところどころに人
の姿がちらほら。お酒だけを楽しめるバーは、実
は土曜も開店しているお店がほとんどだ。
　そこに集う客たちは休日の家族サービスから
逃れた者、あるいはそもそも土日をもて余す単身

者や単身赴任者。馴染みのバ
ーの平日とは違うアットホーム
な雰囲気で、酒だけを楽しめる
「安息日」となる。酒だけを飲
むのなら、ただ酔いたいのな

ら、福島界隈や天満界隈は平日以上のにぎわい
だし、財布にも優しいのだけれど、それなりの楽
しみだってこの街にはあるのだ。

　平日では数多のお客でにぎわうバーであって
も土曜日には常連だけの時間が流れる。日々の
北新地の噂話から店主の過去の失敗談など、な
んともまったりな時間が流れる。ま、北新地のお
店で結婚式の二次会などがあったりすると大勢
の若者が騒いでいて興醒めだし、キャバクラと
いう業態も営業をしているのだが、やっぱり土曜
日特有のゆったりした時間は、酒場だらけの北
新地の安息日だと思う。

　浜通の中間の
雑居ビルに店を
構 える［ B A R 
際］にも、安息
日たる常連デー
がやってくる。
長く映画業界で
活躍していたオ
ーナーママと、
お料理自慢の娘さん二人が切り盛りする。土曜
日には常連たちがゆったり酒を楽しみながらプ
ロジェクターで映画を鑑賞していたり、自らレコ

ードを持ってきて、みんなでオ
ペラ鑑賞なんて流れになって
みたり……。思い思いの北新
地の土曜日を楽しんでいるバ
ーだ。

 ［BAR荻窪］は、今年で3年目を迎えるまだま
だ新しいお店。オーナー・バーテンダーの荻窪誠
さんは、北新地の有名店［覇王樹］で修業を積
んだ苦労人。独自のカクテルレシピを新聞で連
載していたりする、街場
の本格派バーテンダー。
一人で切り盛りするこ
の店の土曜日には、北
新地の住人から歌舞伎
役者までが、こっそり訪
れて酒と向き合っている。
　まだまだ土曜日の北新地は奥が深そうだ。看
板に惹かれて入るもよし、ミナミとは違う安心感
で自分好みのサタデー・バーを探すのも悪くな
いかもしれない。

取材・文／石原 卓（本誌）

BAR 際
きわ

　
☎06-6343-0050　8:00PM～2:00AM　日・祝休

バー荻
おぎくぼ

窪　
☎06-6347-5700　8:00PM～5:00AM　日・祝休リーチバー（P7）

キングオブキングス（P7）
天神橋サンボア（P5）

梅田サンボア（P4）サンボア ザ・ヒルトンプラザ店（P5）

バーヒラマツ梅田（P8）

北サンボア洋酒店（P4）

BAR瀧（P8）

バーアルディ（P6）

堂島サンボア（P3・4）
バー荻窪（P9）

バーエルミタージュ（P7）
北新地サンボア（P5）

BAR際（P9）

京阪本線

なにわ橋駅
地下
鉄

堺筋
線大江橋駅

渡辺橋駅

京阪電車中之島線地
下
鉄

御
堂
筋
線

地
下
鉄

四
つ
橋
線

肥
後
橋中之島駅

中崎町駅

新福
島駅

福島
駅

阪神
本線

福島
駅

大阪
駅

地下鉄谷町線
JR東西線 大阪天満宮駅

阪急百貨店

東梅田駅

阪急
梅田駅

阪神

梅田
駅

天満駅

JR大阪環状線

北新地駅

梅
田
駅

西
梅
田
駅

大阪
天満宮

扇町
公園

北
浜
駅

淀
屋
橋
駅

南
森
町
駅

扇
町
駅

堂島アバンザ

休日とは違う、北新地の「安息日」。

勝手気ままに楽しむサタデー・ナイト。

 

サ
タ
デ
ー
北
新
地
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Walk in

Kitashinchi,
on Saturday.
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わずか5・5kmの超
地元密着系鉄道が、
全国の人々から愛
される理由とは？

「堺トラム」がグッド
デザイン賞を受賞。
ファンサービスも
年々拡大中！

水間鉄道
（貝塚市）

阪堺電軌
（大阪市・堺市）

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

私鉄王国・関西の
名脇役たち

◎今月の授業

 【ローカル鉄道】

　私鉄王国と呼ばれる関西だが、大手5
社だけが鉄道にあらず。規模や路線距離
では劣るものの、個性的なローカル鉄道
は数多い。それらは都市交通網の中で有
機的に機能するものもあれば、観光路線
としての性格が強いもの、あるいは「地
元の足」として地域と共に歴史を重ねて

きたものなど、さまざまな顔がある。
　新しく始まるこのシリーズでは、こうし
たローカル鉄道にスポットを当てる。講
師を務めるのは、日本全国のローカル鉄
道や地方路線をくまなく取材している田
中輝美さん。昨年8月講座にもご登場い
ただき、満員御礼となった。

　人口減少や都市部への経済圏の集中
など、ローカル鉄道にとって頭を悩ませる
問題は多い。しかし、工夫とアイデアで活
路を見出し、あっと驚く手法で乗客の確
保に努めている鉄道もまた多い。各社の
奮闘ぶりと共に、車両紹介や沿線風景な
どの旅情もたっぷりご紹介します。

関西のローカル鉄道をめぐる講座が待望のシリーズ化。
まずは南大阪を走る個性派2社から出発進行!

2018年6月講座   

 「すごいぞ! 関西のローカル鉄道 ①南大阪編」
講師／田中輝美（ローカルジャーナリスト）

ナカノシマ大学の最新情報は 

https://nakanoshima-daigaku.net/

日時／2018年6月13日（水）
　　　7: 00PM～8:30PM頃（開場6:30PM～）
会場／大阪市中央公会堂 小集会室
受講料／2,000円
定員／80名
主催／ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
「ナカノシマ大学6月講座」受付係　FAX.06-6484-9678

※先着順で受付後、5月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「すごいぞ！ 関西のローカル鉄道 ①南大阪編」

ケータイや
スマホからは
こちら！→

お問い合わせ
☎06-6484-9677

（ナカノシマ大学事務局） 

田中輝美（たなか・てるみ）
島根県浜田市生まれ。大阪大学
人間科学研究科修了。山陰中
央新報の記者を経て、フリーのロ
ーカルジャーナリストとして島根に
暮らしながら、地域のニュースを
記録・発信。『ローカル鉄道という
希望』（河出書房新社）で交通図
書賞奨励賞受賞。JR完全乗車
を達成した「乗り鉄」の顔も。
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

御

御
来
場
御
礼

 

「
落
語
食
堂
─
ら
く
し
ょ
く
─
」
と
い
う
毎

日
新
聞
夕
刊
の
連
載
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

上
方
落
語
の
ネ
タ
か
ら
着
想
を
得
た
料
理
を

辻
調
理
師
専
門
学
校
の
講
師
陣
が
考
案
し
、

桂
吉
坊
さ
ん
が
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
お
喋
り
を
す

る
と
い
う
内
容
だ
。
今
回
の
鼎
談
ゲ
ス
ト
は
こ
の

連
載
を
６
年
間
に
わ
た
り
担
当
し
て
い
た
毎
日
新

聞
夕
刊
編
集
長
の
松
井
宏
員
さ
ん
。
ネ
タ
は
「
落

語
食
堂
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
。
ど

ん
な
美
味
し
い
コ
ー
ス
に
な
る
の
か
楽
し
み
だ
。

五
月
席
の
ご
案
内

トリは桂米二さんによる、
上方の初夏を象徴する
滑稽噺「青菜」。

申
込
受
付
中

松井宏員さんは大阪の
食に精通し、立ち飲みな
どに関する著書も。

髙　

久
坂
部
羊
さ
ん
は
天
神

寄
席
鼎
談
ゲ
ス
ト
で
過
去
最

多
の
４
回
目
の
登
場
で
す
。

現
役
医
師
で
あ
り
、
作
家
で

も
あ
る
久
坂
部
さ
ん
の
新
刊

『
祝
葬
』
は
、
早
死
に
の
医

者
の
一
族
の
話
で
す
ね
。

久　

縁
起
で
も
な
い
小
説
を

書
い
た
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰

で
も
絶
対
に
死
ぬ
の
で
す
か

ら
、
楽
し
く
上
手
に
死
ぬ
方

が
い
い
。
そ
の
た
め
に
は
死

か
ら
目
を
背
け
る
よ
り
も
、

死
を
笑
っ
た
り
、
楽
し
ん
だ

方
が
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

葬
式
に
参
加
す
る
人
も
笑
っ

た
方
が
い
い
ん
で
す
。

春　

ま
あ
、
他
人
は
と
も
か

く
自
分
の
死
に
関
し
て
は
難

し
い
と
こ
ろ
ち
ゃ
い
ま
す
か
。

な
か
な
か
笑
え
ま
せ
ん
よ
。

髙　

師
匠
も
そ
ろ
そ
ろ
古
稀

で
す
か
ら
ね
。

春　

せ
や
け
ど
、
テ
レ
ビ
で

は
人
生
１
０
０
年
の
時
代
が

来
る
と
も
言
う
て
ま
す
な
。

久　

恐
ろ
し
い
時
代
で
す
よ
。

健
康
な
生
活
を
送
っ
て
き
た

人
は
、
な
ま
じ
体
力
が
あ
る

ぶ
ん
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て

快
復
の
見
込
み
が
な
い
状
態

で
も
な
か
な
か
死
ね
な
い
。

だ
か
ら
私
は
「
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
」
が
い
い
と
言
っ
て
る

ん
で
す
。
不
摂
生
の
人
は
適

当
な
と
こ
ろ
で
コ
ロ
っ
と
死

ね
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

髙　

長
生
き
も
善
し
悪
し
だ

と
い
う
こ
と
か
。

久　

人
間
は
自
然
の
も
の
で

あ
っ
て
、
品
種
改
良
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
必
ず
年

齢
の
影
響
は
出
て
き
ま
す
。

歳
を
と
っ
て
か
ら
「
あ
、
し

ま
っ
た
」
と
思
わ
な
い
よ
う

に
、
み
な
さ
ん
今
の
う
ち
か

ら
不
摂
生
を
！

髙　

そ
れ
な
ら
師
匠
は
心
配

い
り
ま
せ
ん
ね
。

久　

師
匠
の
最
期
も
私
に
看

取
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

春　

縁
起
で
も
な
い
！

三
月
席
の
一
コ
マ

鼎
談
／「
葬そ

う

殮れ
ん

を
祝
え
る
か
」

　
　
　
久
坂
部
羊（
作
家
・
医
師
）　
桂
春
團
治
　
髙
島
幸
次

イラスト／フジワラトモコ

◉
お
題【
食
】

 「
落
語
食
堂
」

「落語食堂」ではコメンテ
ーターを務める桂吉坊さ
んは「はてなの茶碗」。

落
語
／
桂
団
治
郎「
東
の
旅
発
端 

煮
売
屋
」

　
　
　
林
家
愛
染「
七
度
狐
」

　
　
　
桂
枝
三
郎「
地
獄
八
景
」

　
　
　
桂
吉
坊「
は
て
な
の
茶
碗
」

　
　
　
桂
米
二「
青
菜
」

鼎
談
／「
食
を
以
っ
て
天
と
な
す
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
松
井
宏
員（
毎
日
新
聞
夕
刊
編
集
長
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
團
治

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
5
月
25
日（
金
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
〜（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・45 

PM
〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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大阪の学問のレベルが高かったことは私もよ
く知っている。親交のあった福澤さんも適塾

の出身だったね。ユニークな人物をたくさん輩出した
のは、東京とは違う個性を認める自由な学風があっ
たからこそだろう。学生の志を4対で表すというのもユ
ニークだね。ちょっと回りくどい気もするが…。

大阪倶楽部「上方落語を楽しむ会」
桂米團治・笑福亭松喬の上方大名跡競演
日時／6月15日（金）（6:30PM開演）
会場／大阪倶楽部４階ホール
料金／3,500円　※当日のキャンセルは全額負担
応募方法／「往復はがき」に郵便番号、住所、代表者氏名、電話番号、
参加希望人数（最大2名）を記入し、下記の宛先まで郵送。
〒541-0042　大阪市中央区今橋4-4-11　大阪倶楽部「落語を楽しむ会」事務局係
申込締切／5月18日（金）消印有効
※抽選の結果、当選者には5月24日頃にハガキを発送（当選者はハガキを当日持参）

米
團
治
×
松
喬
の
競
演

紳
士
倶
楽
部
で
楽
し
む
落
語
会

米
團
治
×
松
喬
の
競
演

紳
士
倶
楽
部
で
楽
し
む
落
語
会

N A K A N O S H I M A  C o l l e c t i o n  2 0 1 8 . J U N .

今月の
テーマ
中之島が銅像だらけなのはご存じの通り。有名人から芸術作品まで、
銅像のみなさんの声に耳を澄ませ、街を見つめ直してみよう。

【銅像】
取材・文／大迫 力（本誌）

コメンテーター／
五代友厚さん（の銅像）

これはこれは蓮如上人。今の大阪があ
るのも、最初にあなたが目をかけてくれた

からです。石山本願寺ができた3年後に亡くな
っているということですから、大阪へ来られたの
はずいぶん晩年だったのですね。いやはや、編
み笠のディテールあたりもリアルに表現されて
いて格好いいですねえ。

仲睦まじいご家族や可愛らし
い子どもたちの笑顔は、見てい

る方もほっとした気分になるね。おや、
みなさん、よく見ると実にお洒落だ。
「変ってきた時代」の奥さんはスカーフ
にツバメのようなブローチ、ご主人はコ
ーデュロイ風の生地にレジメンタルタ
イ。「姉」のお姉さんのベルトも凝った
デザインだね。

　わーい、たくさんお米ができたよ。嬉しいなあ。
あ、子どもだと思って甘く見ちゃいけないよ。僕
たちを作ってくれたのは、横江嘉純さんといって、
有名な彫刻家の先生なんだぞ。広島の平和
記念公園にある「祈りの像」や東京駅前の
「愛の像（アガペーの像）」も横江先生が作っ
たんだから。

堂島米市場跡記念碑
少年少女

おお、少年少女よ。君たちは友達かな、
それとも兄妹かな。橋のたもとでひっそり

と遊んでいるものだから、よく知らなかったけれ
ど、高名な作家の方の作品だったんだね。堂島
の米市場は、経済の中心地だった大阪の核と
言える場所だった。そんな歴史を現代にも伝え
続けてくれてありがとう。

　日本生命東館の北側に新しくできました。この場
所のすぐ近くに、かつて「懐徳堂」という学問所があ
ったことをご存じでしょうか？　また、東側には緒方洪
庵先生が開いた適塾があり、今も史蹟として遺され
ています。江戸時代後期から明治初期にかけて、こ
のあたりは日本の文教の中心地でありました。そうし
た時代に学んだ学生たちの志を、4人で表現してい
るのです。ちなみに、銅ではなくアルミニウム製です。

適塾と懐徳堂
未来を拓く四つの彫像

大阪で銅像と言えばこの人。中之島
周辺に立ったり座ったり、3体もの銅
像が建てられる愛されぶりは、さすがは
「大阪の恩人」（＠織田作之助）。それ
だけ貢献度が高いということ。

実
は
す
ご
い
先
生
に

作
っ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
ぞ

激
動
の
時
代
に
学
ん
だ

青
年
た
ち
の「
志
」で
す

　あれは私が82歳の時、今の大阪城のあたり
に石山本願寺を建て、その時に初めて「大坂」
という地名を使ったのだ。『御文章』の「大坂建
立章」が、歴史上初めて用いられた文献だよ。
みんな、「御堂さんの鐘が聞こえる場所で商売
がしたい」と慕ってきてくれてね。今も近所の会
社の人たちが、昼休みにお弁当を食べに来て
くれる。まあ、ゆっくりしていきなさい。

北御堂 
蓮如上人

　こんにちは。靱公園の東園、ケヤキ並木の奥のところに私たち
はいます。山文商事株式会社さんに、創業100周年記念事業と
して建てていただきました。ここへ来たのは30年近く前のことです
が、私たちがお手本になったのか、仲のいいファミリーの姿が今も
たくさん見られるのは嬉しいことです。実はそれぞれに名前がある
んですよ。今度ゆっくり見ていってくださいね。

靱公園 
「恩愛」ご一家

「変ってきた時代」

「始めての自転車」

「姉」

大
坂
と
い
う
土
地
は

私
が
見
出
し
た
の
だ
よ

現
代
の
公
園
の
風
景
を

先
取
り
し
て
み
ま
し
た

遠征
研究

思惟
文武
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京
阪
中
之
島
線

の
駅
に
ア
ー
ト
作

品
が
飾
ら
れ
、
中

之
島
全
体
が
活
気

づ
く
「
キ
テ
・
ミ
テ
中
之
島
」
が

５
月
１９
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
年
は
中
之
島
線
開
通
１０
周
年
に

加
え
、
中
之
島
の
シ
ン
ボ
ル
の
大

阪
市
中
央
公
会
堂
が
１
０
０
年
を

迎
え
る
と
い
う
記
念
の
年
。「
こ
こ

ろ
ス
イ
ッ
チ
、
和
気
ア
イ
ア
イ
」

を
合
言
葉
に
、
恒
例
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
沿
線
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
作
品
展
示
以
外
に
も
、
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
や
ク
ル
ー
ズ
な
ど
の
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。

　

ま
た
、
６
月
２
日
は
大
阪
市
中

央
公
会
堂
で
、
普
段
は
非
公
開
の

特
別
室
や
大
集
会
室
が
開
放
さ
れ
、

自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
な
に
わ
橋
駅
に
作
品
を

展
示
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
作
品

解
説
に
加

え
、
公
会

堂
ス
タ
ッ

フ
に
よ
り

館
内
ガ
イ

ド
、
ま
た
、

１
０
０
周
年
を
祝
う
の
し
袋
（
め

で
鯛
）
制
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
も
企
画
さ
れ
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１８年５月１日発行

大阪倶楽部「上方落語を楽しむ会」
桂米團治・笑福亭松喬の上方大名跡競演
日時／6月15日（金）（6:30PM開演）
会場／大阪倶楽部４階ホール
料金／3,500円　※当日のキャンセルは全額負担
応募方法／「往復はがき」に郵便番号、住所、代表者氏名、電話番号、
参加希望人数（最大2名）を記入し、下記の宛先まで郵送。
〒541-0042　大阪市中央区今橋4-4-11　大阪倶楽部「落語を楽しむ会」事務局係
申込締切／5月18日（金）消印有効
※抽選の結果、当選者には5月24日頃にハガキを発送（当選者はハガキを当日持参）

中之島リバーフェスタ
日時／５月６日（日）　
10:00AM～5:00PM（小雨決行）
会場／中之島バンクス
◎イベントの詳細はHP参照　
https://www.nakanoshima-banks.com/

駅からはじまるアートイベント
「キテ・ミテ中之島2018」
期間／5月19日（土）～6月24日（日）　観覧無料

（改札内は入場券もしくは乗車券が必要）
問い合わせ☎06-6945-4560

（京阪電車お客さまセンター／
平日9:00AM～7:00PM、土曜・休日は5:00PMまで）
◎オープニングセレモニーや手話演劇、コンサート、
ワークショップの日程や会場、
参加方法は駅設置のチラシやHPを参照

Ｇ
Ｗ
の
最
終
日
を
飾
る

中
之
島
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

Ｇ
Ｗ
の
最
終
日
を
飾
る

中
之
島
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

Ｇ
Ｗ
の
最
終
日
を
飾
る

中
之
島
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

米
團
治
×
松
喬
の
競
演

紳
士
倶
楽
部
で
楽
し
む
落
語
会

米
團
治
×
松
喬
の
競
演

紳
士
倶
楽
部
で
楽
し
む
落
語
会

米
團
治
×
松
喬
の
競
演

紳
士
倶
楽
部
で
楽
し
む
落
語
会

　

２
０
１
６
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン

ド
「
パ
タ
ゴ
ニ
ア
・
サ
ー
フ
」
の

関
西
初
出
店
な
ど
で
話
題
の
中
之

島
バ
ン
ク
ス
が
、
今
年
開
業
７
周

年
を
記
念
し
て
、
中
之
島
リ
バ
ー

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
。
川
沿
い

の
遊
歩
道
に
は
グ
ル
メ
マ
ル
シ
ェ

や
手
作
り
グ
ッ
ズ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
軒
を
連
ね
、
お
祭
り
気
分
が
味

わ
え
る
。

　

ま
た
、
水
辺
と
い
う
立
地
を
生

か
し
た
ワ
ン
コ
イ
ン
で
楽
し
め
る

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
巨
大
な
サ
メ
の

ジ
ャ
ン
ボ
バ
ル
ー
ン
や
ト
カ
ラ
ヤ

ギ
や
ア
ヒ
ル
、
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ

ッ
ト
な
ど
の
か
わ
い
い
動
物
と
ふ

れ
あ
え
る
動
物
園
も
登
場
す
る
。

初
夏
の
風
吹
く
中
、
中
之
島
で
暮

ら
す
人
、
働
い
て
い
る
人
も
普
段

と
違
う
川
辺
の
風
景
に
出
会
い
、

水
辺
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
そ
う
。

　

大
阪
倶
楽
部
で
は
、
今
年
も
恒

例
の
「
落
語
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
。

大
阪
倶
楽
部
と
い
え
ば
、
大
正
３

（
１
９
１
４
）
年
に
大
阪
財
界
人
の

社
交
倶
楽
部
と
し
て
設
立
し
、
国

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
中

之
島
図
書
館
や
綿
業
会
館
な
ど
と

と
も
に
、
大
阪
が
誇
る
近
代
建
築

の
一
つ
だ
。
会
員
制
の
倶
楽
部
な

の
で
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
落
語
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
会
員
で
な
く

て
も
参
加
が
可
能
。
今
回
の
落
語

の
会
で
は
、
五
代
目
桂
米
團
治
さ

ん
（
右
）
と
、
昨
秋
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
由
緒
あ
る
名
跡
を
襲
名

し
た
七
代
目
笑
福
亭
松
喬
さ
ん

（
左
）
と
い
う
上
方
落
語
の
大
名
跡

を
継
承
し
て
い
る
エ
ー
ス
二
人
が

競
演
す
る
。
洋
館
に
お
囃
子
が
鳴

り
響
き
、
さ
て
、
ど
ん
な
噺
が
飛

び
出
す
の
か
。
演
目
は
当
日
の
お

楽
し
み
。

キ
テ・ミ
テ
中
之
島
２
０
１
８
は

中
央
公
会
堂
と
コ
ラ
ボ
企
画
も

キ
テ・ミ
テ
中
之
島
２
０
１
８
は

中
央
公
会
堂
と
コ
ラ
ボ
企
画
も

キ
テ・ミ
テ
中
之
島
２
０
１
８
は

中
央
公
会
堂
と
コ
ラ
ボ
企
画
も

ー
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
Ｈ
Ｐ

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
て
か

ら
出
か
け
て
み
よ
う
。
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祖
母
が
東
京
で
焼
肉
店
を
や
っ
て
い
た
影
響

も
あ
り
、
自
分
も
焼
肉
店
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
東
京
で
焼
肉
と
い
え
ば［
ト

ラ
ジ
］。
客
と
し
て
通
っ
て
い
た
時
か
ら
ト

ラ
ジ
の
肉
の
旨
さ
は
格
別
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
し
、
何
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
が
気
持
ち
い

い
ん
で
す
。
自
分
も
そ
れ
を
学
び
た
い
と
思
い
、

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　

働
き
始
め
て
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
名
物
の

豪
快
な
厚
切
り
の
「
生
タ
ン
」
の
旨
さ
の
秘
密

は
新
鮮
さ
に
あ
る
ん
で
す
。
普
通
は
冷
凍
も
の

し
か
出
回
っ
て
な
い
タ
ン
を
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
冷
凍
し
な
い
状
態
（
チ
ル
ド
）
の
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
カ
ル
ビ
も
同
様
に
チ
ル
ド

を
使
用
し
て
い
て
、
冷
凍
も
の
と
は
旨
み
が
ぜ

ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
。
肉
の
品
質
に
は
本
当
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
を
中
心
に
全
国
に
60
店
舗
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
の
店
が
立

地
や
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
店
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
中
之
島
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
プ
ラ
ザ
店
は
、
同
じ
ビ
ル
内
に
コ
ン

ラ
ッ
ド
大
阪
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
の
お
客

さ
ま
も
多
く
、
お
魚
も
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
こ
の
4
月
か
ら
は
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
に

ウ
ニ
・
イ
ク
ラ
丼
が
付
い
た
御
膳
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
料
理
で
も
苦
手
な
も
の
が
あ
る
場
合

は
、
で
き
る
限
り
で
ご
対
応
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
海
外
の
方
は
タ
ン
を
召
し
上
が

る
方
が
少
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
合
は
違

う
メ
ニ
ュ
ー
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は

当
店
だ
け
の
新
し
い
試
み
で
す
が
、
東
北
か
ら

九
州
ま
で
手
軽
な
値

段
で
楽
し
め
る
日
本

酒
の
銘
柄
を
数
多
く

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

僕
自
身
が
大
の
日
本

酒
好
き
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
す
が
、

肉
と
日
本
酒
が
よ
く

合
う
ん
で
す
よ
ね
。

お
客
さ
ま
の
反
応
も

上
々
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
店
づ
く
り
が
で

き
る
の
は
、
や
り
が

い
も
あ
り
ま
す
が
、

責
任
も
感
じ
ま
す
。

大
阪
に
は
当
店
の
他

に
２
店
舗
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
中
之
島
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
打
ち

合
わ
せ
や
仕
事
関
係
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

「
美
味
し
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
、
次
は
ご

家
族
や
ご
友
人
を
誘
っ
て
休
日
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
お
店
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 「
同
じ
ト
ラ
ジ
で
も〝
中
之
島
に
行
こ
う
〞と

言
っ
て
も
ら
え
る
店
づ
く
り
を
」

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.23

東京発のスタイリッシュ焼肉に中之島らしさを

  ［焼肉トラジ］店長
金 明徹さん

　煙もくもく系とは一線を画す、木目をいかした半個室の和モダンな店
内。ランチはジャン麺（1,000円）や石焼ピビンパ（1,300円）など手頃
なメニューが揃う。毎月29日は「肉の日」と銘打ち、トラジ全店で自社牧
場（トラジファーム）で育てた「トラジ牛」のお得なメニューがランチ・ディ
ナーで食べられるほか、来店者には3,000円分の御優待券のプレゼン
トも。☎06-6204-4129　11:00AM～3:00PM（LO2:30PM）　
5:00PM～11:00PM（フードLO10:00PM／ドリンクLO10:30PM）

Information from 焼肉トラジ 中之島フェスティバルプラザ店
［中之島フェスティバルタワー・ウエスト2階］

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（株式会社140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　山國恭子（株式会社140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。
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コ
ー
ス
料
理
で
も
苦
手
な
も
の
が
あ
る
場
合

は
、
で
き
る
限
り
で
ご
対
応
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
海
外
の
方
は
タ
ン
を
召
し
上
が

る
方
が
少
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
合
は
違

う
メ
ニ
ュ
ー
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は

当
店
だ
け
の
新
し
い
試
み
で
す
が
、
東
北
か
ら

九
州
ま
で
手
軽
な
値

段
で
楽
し
め
る
日
本

酒
の
銘
柄
を
数
多
く

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

僕
自
身
が
大
の
日
本

酒
好
き
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
す
が
、

肉
と
日
本
酒
が
よ
く

合
う
ん
で
す
よ
ね
。

お
客
さ
ま
の
反
応
も

上
々
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
店
づ
く
り
が
で

き
る
の
は
、
や
り
が

い
も
あ
り
ま
す
が
、

責
任
も
感
じ
ま
す
。

大
阪
に
は
当
店
の
他

に
２
店
舗
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
中
之
島
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
打
ち

合
わ
せ
や
仕
事
関
係
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

「
美
味
し
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
、
次
は
ご

家
族
や
ご
友
人
を
誘
っ
て
休
日
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
お
店
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●京阪グループ　京阪電車主要駅／京阪特急プレミアムカー／ホテル京阪 淀屋橋／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ／パナンテ京阪天満橋／京阪シティモール／京阪モール
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／大阪高裁内ブックセンター／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書
店 梅田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／朝日放送テレビ・ラジオ／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大
阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪
21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美
術館／CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパ
ス　［店舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫
茶カンターロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科
／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／
ビルマニアカフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

最新号の発行と同時に、ひとつ前の号がweb上で閲覧できるようになります。創刊号から見たい方はこちらから。https://nakanoshima-daigaku.net/about/tomin/

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーが見られます。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（株式会社140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　山國恭子（株式会社140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告中之島プロデュース
おかげさまで10周年。ローカルメディアに関わる人たちと共に、
月刊島民というメディアや中之島の個性を見つめ直してみよう。

●『月刊島民』vol.119は2018年6月１日発行です!
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